
(57)【要約】

【課題】　コンクリート製造および生コンクリート製造

等に伴って排出されるコンクリー

トスラッジ水の強アルカリ性を利用し、これを酸性排水

の中和剤として有効利用した酸性

排水の中和処理方法を提供することにある。

【解決手段】　鉱山排水や工場排水等の酸性排水３に、

コンクリート製品工場や生コンク

リートミキサー車の洗浄等に伴って排出されるコンクリ

ートスラッジ水１又はその脱水ケ

ーキ２を投入することを特徴とする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 鉱 山 排 水 や 工 場 排 水 等 の 酸 性 排 水 に 、 コ ン ク リ ー ト 製 品 工 場 や 生 コ ン ク リ ー ト ミ キ サ ー
車 の 洗 浄 等 に 伴 っ て 排 出 さ れ る コ ン ク リ ー ト ス ラ ッ ジ 水 又 は そ の 脱 水 ケ ー キ を 投 入 す る こ
と を 特 徴 と す る 酸 性 排 水 の 中 和 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 Ｃ ａ 化 合 物 及 び ／ 又 は Ｍ ｇ 化 合 物 を 併 用 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 酸 性 排 水
の 中 和 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 中 和 処 理 に 際 し 第 一 鉄 塩 を 還 元 剤 と し て 添 加 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２
記 載 の 酸 性 排 水 の 中 和 処 理 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 酸 性 排 水 の 中 和 処 理 方 法 に 関 し 、 詳 し く は 、 鉱 山 排 水 や 工 場 な ど か ら 排 出 さ れ
る 酸 性 排 水 を 、 産 業 廃 棄 物 で あ る コ ン ク リ ー ト ス ラ ッ ジ 水 に よ り 中 和 す る 酸 性 排 水 の 中 和
処 理 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 鉱 山 排 水 や 工 場 な ど か ら 排 出 さ れ る 産 業 排 水 は 酸 性 で あ る と ゝ も に 、 生 態 系 に 対 し て 有
害 な 重 金 属 が 含 ま れ て い る こ と が 多 い 。 こ の よ う な 鉱 山 排 水 や 産 業 廃 液 を そ の ま ま 河 川 や
海 な ど に 排 出 す る と 環 境 汚 染 を も た ら す た め 、 従 来 は 、 水 酸 化 カ ル シ ウ ム 塩 や 炭 酸 カ ル シ
ウ ム 塩 な ど の 中 和 剤 を 用 い て 中 和 し た の ち に 放 流 す る 方 法 が 主 と し て 行 わ れ て て い た 。 し
か し 、 こ の よ う な 処 理 方 法 に お い て は 、 間 断 な く 流 下 す る 鉱 山 排 水 や 工 場 排 水 に あ っ て は
中 和 剤 の 使 用 量 が 膨 大 と な り 、 比 較 的 安 価 な 炭 酸 カ ル シ ウ ム 塩 を 使 用 す る 場 合 で も 経 費 が
嵩 む と い っ た 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 方 、 コ ン ク リ ー ト 製 品 工 場 や 生 コ ン ク リ ー ト 製 造 工 場 か ら は 産 業 廃 棄 物 で あ る コ ン ク
リ ー ト ス ラ ッ ジ 水 が 多 量 に 発 生 す る 。 そ こ で 、 こ の コ ン ク リ ー ト ス ラ ッ ジ 水 を 有 効 利 用 す
る た め 、 従 来 は コ ン ク リ ー ト ス ラ ッ ジ 水 の 発 生 直 後 に フ ィ ル タ ー プ レ ス 機 等 の 脱 水 機 で 脱
水 し た 後 、 こ の 脱 水 ケ ー キ を 乾 燥 と 粉 砕 工 程 を 経 て 粉 粒 体 を 形 成 し 、 こ れ を 土 木 工 事 現 場
で 軟 弱 地 盤 の 泥 土 に 混 入 し た り す る 再 利 用 方 法 や 、 前 記 脱 水 処 理 で 発 生 す る ス ラ ッ ジ 水 は
セ メ ン ト の 練 り 水 や 設 備 の 洗 浄 水 と し て 循 環 再 利 用 す る こ と が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 上 記 の よ う な 再 利 用 だ け で は 、 大 量 に 発 生 す る コ ン ク リ ー ト ス ラ ッ ジ 水 と の 関
係 で 処 分 量 と し て は 不 十 分 で あ り 、 大 半 は 自 然 乾 燥 や 脱 水 処 理 な ど に よ り 含 水 率 を 下 げ 、
そ の 後 に 管 理 型 産 業 廃 棄 物 と し て 埋 め 立 て 処 理 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 コ ン ク リ ー ト ス
ラ ッ ジ 水 を 脱 水 す る こ と に よ り そ の 減 量 化 を 図 る こ と は で き る が 、 廃 棄 処 分 を す る こ と に
変 わ り は な い 。 し た が っ て 、 処 理 費 用 の 準 備 や 処 分 地 の 確 保 と い う 問 題 が 残 さ れ て い る と
ゝ も に 、 上 記 の よ う な 従 来 の 再 利 用 以 外 に コ ン ク リ ー ト ス ラ ッ ジ 水 を 大 量 に 使 用 で き る 技
術 の 開 発 が 待 た れ て い た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の よ う な 従 来 の 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 コ ン ク リ ー ト 製 造 お よ び
生 コ ン ク リ ー ト 製 造 等 に 伴 っ て 排 出 さ れ る コ ン ク リ ー ト ス ラ ッ ジ 水 の 強 ア ル カ リ 性 を 利 用
し 、 こ れ を 酸 性 排 水 の 中 和 剤 と し て 有 効 利 用 し た 酸 性 排 水 の 中 和 処 理 方 法 を 提 供 す る こ と
を 目 的 と し た も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 願 の 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 鉱 山 排 水 や 工 場 排 水 等 の 酸
性 排 水 に 、 コ ン ク リ ー ト 製 品 工 場 や 生 コ ン ク リ ー ト ミ キ サ ー 車 の 洗 浄 等 に 伴 っ て 排 出 さ れ
る コ ン ク リ ー ト ス ラ ッ ジ 水 又 は そ の 脱 水 ケ ー キ を 投 入 す る こ と を 特 徴 と す る 酸 性 排 水 の 中
和 処 理 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 願 の 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 Ｃ ａ 化 合 物 及 び ／ 又
は Ｍ ｇ 化 合 物 を 併 用 す る こ と を 特 徴 と す る 酸 性 排 水 の 中 和 処 理 方 法 で あ り 、 更 に 、 本 願 の
請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 前 記 中 和 処 理 に 際 し 第 一 鉄 塩 を 還 元 剤 と し て 添 加 す る こ と を 特 徴
と す る 酸 性 排 水 の 中 和 処 理 方 法 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 願 の 請 求 項 １ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 コ ン ク リ ー ト 製 品 工 場 や 生 コ ン ク リ ー ト ミ キ サ ー
車 の 洗 浄 に 伴 っ て 排 出 さ れ る 産 業 廃 棄 物 で あ る コ ン ク リ ー ト ス ラ ッ ジ 水 を 鉱 山 排 水 や 工 場
な ど か ら 発 生 す る 酸 性 排 水 の 中 和 剤 と し て 有 効 利 用 で き る 。 し た が っ て 、 産 業 廃 棄 物 の 減
量 化 を 図 る こ と が で き る と ゝ も に 、 処 理 費 用 や 処 分 地 の 確 保 と い う 問 題 が 解 決 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 願 の 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 Ｃ ａ 化 合 物 及 び ／ 又 は Ｍ ｇ 化 合 物 を 併 用 す
る こ と に よ り 、 酸 性 排 水 の Ｐ Ｈ 値 が ２ 未 満 の 場 合 で も 、 少 量 の Ｃ ａ 化 合 物 ， Ｍ ｇ 化 合 物 を
添 加 す る こ と で 廉 価 に 且 つ 確 実 に 酸 性 排 水 の 中 和 処 理 を 行 う こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 更 に 、 本 願 の 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 中 和 処 理 に 際 し て 第 一 鉄 塩 を 還 元 剤 と し て
添 加 す る こ と に よ っ て 、 コ ン ク リ ー ト ス ラ ッ ジ 水 や 酸 性 排 水 に 含 ま れ て い る 有 害 な ６ 価 ク
ロ ム が ３ 価 ク ロ ム に 還 元 さ れ て 無 害 と な り 、 自 然 環 境 や 河 川 の 水 質 を 汚 染 す る と い っ た 二
次 汚 染 が 発 生 す る こ と が な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 方 法 を 図 １ に 示 す ブ ロ ッ ク 図 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。 コ ン ク リ ー ト 製
造 及 び 生 コ ン ク リ ー ト 製 造 な ど に 伴 っ て 排 出 さ れ る コ ン ク リ ー ト ス ラ ッ ジ 水 １ は セ メ ン ト
と 微 粒 の 砂 を 含 む 懸 濁 水 で あ り 、 セ メ ン ト に 含 ま れ る 酸 化 カ ル シ ウ ム 溶 出 の 影 響 か ら 強 ア
ル カ リ 性 （ 例 え ば 、 Ｐ Ｈ １ ２ ． １ ～ １ ２ ． ８ ） を 呈 す る 溶 液 で あ る 。 本 発 明 で は 、 こ の コ
ン ク リ ー ト ス ラ ッ ジ 水 １ を そ の ま ま の 状 態 で 、 鉱 山 排 水 や 工 場 な ど か ら 排 出 さ れ る 産 業 排
水 （ 酸 性 排 水 ） ３ に 投 入 し 、 撹 拌 混 合 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ こ で 、 前 記 コ ン ク リ ー ト ス ラ ッ ジ 水 １ は そ の ま ま の 状 態 で は 現 場 ま で の 搬 送 な ど に お
い て 制 約 が あ り 、 取 扱 が 容 易 で な い 場 合 も あ る 。 し た が っ て 、 酸 性 排 水 の 処 理 現 場 が 遠 隔
地 に あ る よ う な 場 合 に は 、 コ ン ク リ ー ト ス ラ ッ ジ 水 １ の 発 生 直 後 に フ ィ ル タ ー プ レ ス 機 等
の 脱 水 機 で 脱 水 し た 後 こ れ を 固 化 さ せ た 脱 水 ケ ー キ ２ と し 、 こ れ を 鉱 山 排 水 や 工 場 排 水 等
の 処 理 現 場 ま で 運 搬 し 、 酸 性 排 水 ３ に 投 入 す る の が 簡 便 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 の よ う に 、 コ ン ク リ ー ト ス ラ ッ ジ 水 １ を そ の ま ま 又 は そ の 脱 水 ケ ー キ ２ を 投 入 す る
こ と で 酸 性 排 水 ３ は 中 和 さ れ る が 、 鉱 山 排 水 や 工 場 排 水 の 酸 性 度 が 強 く 、 コ ン ク リ ー ト ス
ラ ッ ジ 水 １ だ け で は 中 和 処 理 で き な い 場 合 も あ る 。 こ の 様 な 場 合 に は 、 コ ン ク リ ー ト ス ラ
ッ ジ 水 １ と 併 用 し て 少 量 の 消 石 灰 ， 炭 酸 カ ル シ ウ ム な ど の Ｃ ａ 化 合 物 ４ Ａ や 水 酸 化 マ グ ネ
シ ウ ム ， 炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム な ど の Ｍ ｇ 化 合 物 ４ Ｂ を 添 加 す る こ と で 、 廉 価 に 且 つ 確 実 に 酸
性 排 水 の 中 和 処 理 を 行 う こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 し か し 、 コ ン ク リ ー ト ス ラ ッ ジ 水 １ や 酸 性 排 水 に は 有 毒 物 質 で あ る ６ 価 ク ロ ム が 含 ま れ
て い る 場 合 も あ る 。 こ の よ う な 場 合 に は 中 和 処 理 し た 溶 液 に ６ 価 ク ロ ム が そ の ま ま 残 留 す
る こ と に な り 、 二 次 汚 染 が 発 生 す る こ と に な る の で 、 本 発 明 で は 、 中 和 処 理 に 際 し て 硫 酸
第 一 鉄 な ど の 第 一 鉄 塩 ５ を 還 元 剤 と し て 添 加 す る 。 こ れ に よ り 、 コ ン ク リ ー ト ス ラ ッ ジ 水
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１ や 酸 性 排 水 ３ に 含 ま れ て い る 有 害 な ６ 価 ク ロ ム が ３ 価 ク ロ ム に 還 元 さ れ て 無 害 と な り 、
自 然 環 境 や 河 川 の 水 質 を 汚 染 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 の よ う な 構 成 で あ る か ら 、 コ ン ク リ ー ト 製 造 業 ， 生 コ ン ク リ ー ト 製 造 業 で
は 産 業 廃 棄 物 の 発 生 が 減 少 す る 。 ま た 、 鉱 山 や 工 場 で は 発 生 す る 鉱 山 排 水 や 工 場 排 水 を 処
理 す る た め の 中 和 剤 の 使 用 経 費 が 大 幅 に 削 減 さ れ る と ゝ も に 、 河 川 へ の 放 流 に よ り 環 境 を
破 壊 す る こ と も な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 酸 性 排 水 の 中 和 処 理 方 法 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 １ 　 コ ン ク リ ー ト ス ラ ッ ジ 水
　 ２ 　 脱 水 ケ ー キ
　 ３ 　 酸 性 排 水
　 ４ Ａ 　 Ｃ ａ 化 合 物
　 ４ Ｂ 　 Ｍ ｇ 化 合 物
　 ５ 　 第 一 鉄 塩
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